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おきでん株主だよりおきでん株主だより

うふてい～だうふてい～だ



表紙写真：宮古島 砂山ビーチ
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『うふてぃーだ』とは
沖縄の方言で「うふ」は大きいを意味し、「てぃーだ」は
太陽のこと。「うふてぃーだ」は“大きい太陽”の意味。
太陽は万物を育む星であり、エネルギーの象徴です。当社
の本店所在地である浦添市も「てだこのまち（太陽の子の
まち）」と称しています。

ちゅ みや こ しょ とう



株主のみなさまへ
　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社グループを取り巻く経営環境をみると、県内におけるエネルギー市場は激
しい競争下にあり、電気事業においては、他事業者への契約切り替えによる需要
減など、当社は極めて厳しい経営環境の下に置かれております。また、ウクライ
ナ情勢に伴う資源価格の高騰および為替レートの円安進行などの影響を受け、財
務体質が急激に悪化し、当社最大の使命である安定供給の継続も危ぶまれる状況
となったことから、43 年ぶりの規制料金値上げを含むすべての電気料金の見直
しを行いました。
　2022 年度は、直近 10 年分の利益に相当する損失を計上することとなり、自
己資本比率も 35% から 23% へ大きく低下したことから、当社は 2025 年度ま
でを財務基盤の回復に注力するリカバリー期間として設定いたしました。リカバ
リー期間においては、自己資本比率 25％を目標に配当水準を段階的に引き上げ、
同期間終了後に従来の配当水準に戻すことを目指してまいります。
　上記の考え方に基づき、当期の中間配当につきましては、1 株当たり 5 円とさ
せていただきました。また、期末配当についても中間配当と同じく 1 株当たり 5
円（年間 10円）を予定しております。

　当社グループが持続的に成長・発展していくために、総合エネルギー事業をコ
アに新たな領域へ挑戦し、生活・ビジネスの多様なニーズに対応したエネルギー
プラスαの新たな価値を創造してまいります。新たな価値については、「かりー
るーふ※1」を加えたオール電化のご提案をはじめ、会員サイトの「おきでん
more-E」を通じた様々な付加価値サービスのご提供、培ってきたノウハウを活
かしたヘルスケア事業の取り組みを推進してまいります。特に、グループ会社で
ある㈱おきでん CplusC が展開する最先端の Wi-Fi センシング技術を活用した新
規事業の「高齢者みまもりサービス」を、沖縄にとどまらず日本全国への普及を
目指して取り組んでまいります。

　また、当社グループは、2050 年のカーボンニュートラルに向けて、『沖縄電力 
CO₂ 排出ネットゼロ ロードマップ』に基づき、「沖縄エリアのジャスト・トラン
ジション ( 公正な移行 )※2」における野心的な目標として、2030 年度における 
CO₂ 排出削減率▲30％ (2005 年度比 ) を目指しております。本土から独立した

単独かつ小規模な電力系統である沖縄においては、CO₂ ネットゼロに向けた選択
肢は本土よりも限られるため、非常に厳しいチャレンジですが、目標達成に向け
て、沖縄エリアの特殊性を踏まえつつ、電力の安定供給を大前提としたカーボン
ニュートラルに向けた取り組みをさらに加速させ、電源の多様化を進めることで、
燃料価格の動向に左右されない強固な基盤づくりを目指してまいります。

　今般、電力業界において、電力システムにおける不可欠な基盤である一般送配
電事業者の中立性に懸念を生じさせる事案が発生し、当社においても、送配電部
門の情報管理における不適切な取扱い事案を確認いたしました。そのため、外部
専門家を委員に含む「行為規制コンプライアンス委員会」を新たに設置するなど
の内部統制の抜本的強化を行い、再発防止と更なるコンプライアンスの徹底に取
り組むことで、透明性のある分かりやすい経営を実践してまいります。

　当社グループを取り巻く環境は厳しさを増していきますが、基本的使命である
エネルギーの安定供給のもと、今後も役職員の英知を結集し、新たな価値を創造
することで、これからも夢と活力ある沖縄の未来づくりに貢献してまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、今後とも当社グループの事業に対し、格別
のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2023年 12月

取締役会長 取締役社長

「おきでんグループ統合報告書 2023」では、当社グループの
持続的な価値創造に向けた取り組みについてご確認いただけます。▶▶
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※1 お客さまの一般戸建て住宅などに、太陽光発電設備と蓄電池を初期費用負担ゼロで設置し、発電
　　した電気をおトクな料金でお客さまに供給するサービス
※2 国一律の目標値ではなく、再生可能エネルギー等のゼロエミッション電源が限られる沖縄エリア
　　の特殊性を踏まえた、地域経済へ大きな影響を与えることのない独自の道筋のこと。

https://www.okiden.co.jp/active/csr/new/
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販売電力量の状況

■販売電力量の推移

　当上半期の販売電力量は、電灯については、節電影響や他事業者への契約切り替えなどによる需要減により、前年同期を下回りました。電力については、
他事業者から当社への契約切り替えや、新型コロナウイルスの影響からの回復による需要増があったものの、節電影響や産業用における鉄鋼業などの需
要減により、前年同期を下回りました。
　以上の結果、当上半期の販売電力量は、電灯が14億68百万 kWh、電力が22億75百万 kWh、合計では、前年同期に比べ 3.5％減の37億43百万
kWhとなりました。

収支の状況

　当上半期の連結収支につきましては、収入面では、電気事業において、電気料金改定などにより、売上高（営業収益）は前年同期に比べ 117 億 63 百
万円増の1,305億1百万円となりました。

販売電力量・収支の状況（上半期）
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　一方、支出面では、電気事業において、具志川火力発電所の石炭揚炭設備損壊に伴う固定資産除却費の増加があったものの、燃料費や他社購入電力料
の減少などにより、営業費用は前年同期に比べ154億59百万円減の1,257億 97百万円となりました。
　この結果、営業利益は47億４百万円、営業外損益を含めた経常利益は42億16百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は32億38百万円となりました。

連結業績予想・配当の状況
　2023 年度通期の連結業績予想については、電気事業において、収入面での電気料金改定や支出面での燃料費の減などにより、前年度に比べ経常利益
は518億99百万円増の31億円、親会社株主に帰属する当期純利益は476億57百万円増の22億円を見込んでおります。
　当期の中間配当につきましては、1株当たり 5円といたしました。期末配当につきましては、中間配当と同じく 1株当たり5円（年間10円）を予定して
おります。

収支の状況（つづき）

販売電力量・収支の状況（上半期）
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決算などに関する詳細な内容はこちら▶▶

■経常利益の推移（連結） ■親会社株主に帰属する当期純利益の推移（連結）
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https://www.okiden.co.jp/ir/financials/zaimu.html
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開業から4年目を迎えた「みやこ下地島空港ターミナル」 いにしえの頃から守られてきた行事「パーントゥ」

日本最大級のサンゴ礁群「八重干瀬」

宮古
諸島
写真提供：宮古島観光協会

み
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2015年に開通した「伊良部大橋」2015年に開通した「伊良部大橋」

MIYAKO
ISLAND

宮古島

来間大橋ムスヌン浜
長間浜

伊良部大橋

池間大橋

八重干瀬

沖縄本島

宮古島

石垣島
西表島

大半をサトウキビ畑などの農地が占めている
来間島には、「ムスヌン浜」や「長間浜」な
どプライベート感溢れるビーチの他、かわい
らしいカフェや雑貨店も点在しています。

コロナを乗り越え観光の新しいカタチを
　コロナ禍前、個性あふれる島々に囲まれた
宮古島には、人口約5.5万人に対して、年間
100万人以上の観光客が訪れていました。コ
ロナ禍の影響で2020年度は、約35万人まで
激減しましたが、その後、海外渡航の制限解
除や全国旅行支援等による国内航空需要の
増加、そして企業の団体旅行や修学旅行な
どが増え、2022年度は約73万人まで回復し
ました。さらにホテルの建設ラッシュが続き
観光客の増加に期待が寄せられる一方で、
島のキャパシティを超えたオーバーツーリズ
ムが課題となっています。現在宮古島では、
自然や文化、そこに暮らす人々の生活を守
り、次の世代につないでいくため、サステナ
ブルツーリズムを推進することを目的とした
ガイドラインを作成し、地域の経済・社会・
環境への影響を配慮した「持続可能な観
光」を目指す新しい観光のカタチづくりに取
り組んでいます。

橋でつながる個性溢れる島々
　宮古島周辺の小さな島々は、そこでしか見
ることができない魅力的な自然に溢れてい
ます。宮古島の北西部に位置する池間島に
は、手つかずの自然が多く残り、北東には日
本最大級のサンゴ礁が集まる八重干瀬があ
ります。その生物多様性を守るため2022年
６月に、八重干瀬を含めた宮古島沿岸域が
国定公園の候補地に選定されました。宮古
諸島の中で2番目に大きな島が伊良部島で
す。カツオ漁が盛んで、パヤオ（浮き魚礁）を
用いた漁法を沖縄で最初に導入しました。橋
が完成してからは、リゾートホテルやレストラ
ンなどが急速に増えています。また、島内の

　8つの有人島からなる宮古諸島は沖縄本
島から南西に約300km、石垣島からは約
130kmの距離に位置し、北東から南西へ弓
状に連なる琉球弧のほぼ真ん中にあります。
中でも一番大きな島が総面積の約70％を占
めている宮古島です。
　1990年代からは宮古島と周辺離島をつ
なぐ橋の建設が進められ、1992年に池間大
橋、1995年に来間大橋、そして2015年には
伊良部大橋が完成。さらに2019年には伊良
部島と橋でつながる下地島に「みやこ下地島
空港ターミナル」が開業し定期便が就航。交
通機関の発達によって島の経済は大きく発
展してきました。

伊良部島

下地島

来間島

池間島 大神島

●
●
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●
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みやこ下地島
空港ターミナル

与那覇
前浜

砂山
ビーチ

東平安名崎

●

●

●

●

や び じ

なが ま

いけま

しもじ

多良間島

水納島

くり ま

い　ら　ぶ

宮古空港



　 当社は、2023 年 7 月 1 日より新たなプロモーション「いいことイ
ロイロおきでん」をスタートしました。2022 年に放送のドラマ『ちむ
どんどん』で好演した女優の稲垣来泉さんと、これまでオール電化のキャ
ラクターで使用してきたカエルのキャラクターのアタビ e を立体化し
新 CM を制作、ホームページ等をリニューアルいたしました。
　「いいこと、イロイロ、おきでん」をテーマに、「オール電化」だけでなく、
お客さまのニーズに合わせて選べる「電気料金プラン」や、電気料金で
ポイントが貯まる会員サイト「おきでん more-E」、太陽光パネルと蓄
電池を無料で設置できる「かりーるーふ」など様々なサービスを包括的
かつ横断的に PR しております。
　この新たなプロモーションを通して、沖縄県民のみなさまにエネル
ギーへの思いを巡らせていただき、当社の様々なサービスを知るきっか
けになればと考えております。
　これからもお客さま満足度向上のための様々な施策を展開してまいり
ます。

新たなプロモーション「いいことイロイロおきでん」をスタート
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■新CM・メイキングムービーはこちら▶▶

■各サービスの詳しい内容は　　　からご覧いただけます

https://www.okiden.co.jp/iikoto-iroiro/gvp.html
https://www.okiden.co.jp/iikoto-iroiro/more-e.html
https://www.okiden.co.jp/iikoto-iroiro/all-electric.html
https://www.okiden.co.jp/iikoto-iroiro/kare-roof.html
https://www.okiden.co.jp/iikoto-iroiro/cm-gallery.html


かりーるーふ事業の推進について（事業者のお客さま向け）

　かりーるーふとは、お客さまの施設に、おきでんグループ所有の太陽光発電と蓄電池をお客さ
まの初期費用負担ゼロで設置し、発電した電気をお客さまにご利用いただくサービスです。一般
住宅のお客さま向けだけではなく、事業者のお客さま向けにもサービスを提供しております。

　当社グループは、「2050 CO₂排出ネットゼロ」を掲げており、実現に向けた方向性の一つである「再エネ主力化」の具体的な施策として、
かりーるーふ事業を推進しております。
　2023 年 9月末までに、16件(1,150ｋW) のお客さまのサービスを開始しており、今後も再エネ導入に向けた取り組みを一層推進してまい
ります。
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■本サービスの詳しい内容はこちら▶▶

太陽光発電設備等の設置・所有

太陽光発電維持管理
サービス料金

電気料金

検討から導入、メンテナンスまで安心のトータルサポート

蓄電池

電気
（不足分）

発電 販売

地域とともに、地域のために

「かりーるーふ」について

お客さま施設内

・屋根を「かりる」
・英語で「屋根」を意味する「roof」
・「かりー」は、沖縄の方言で、縁起が良い、
　福を招く言葉として使われる

https://www.okiden.co.jp/business/e-waja/solution/pv-tpo/


単元未満株式の買取・買増請求について

お知らせ

　当社株式の市場での取引は 100 株（1 単元）単位となっているため、単元未満株式（100 株未満の株式）を市場で売買することはできま
せんが、当社では以下の制度をご用意しております。

特別口座から証券会社の口座への振替申請について

　特別口座に記録されている株式については、特別口座のままでは売却できません（単元未満株式の買取・買増請求を除く）。様々なお手続
きを円滑に行うためにも証券会社の口座への振替申請をお勧めします。お手続きの詳細は、下記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問い合わせください。

　お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
　口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。特別口座に記録された単元未満株式につきましては、下記特別口座の口座管
理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。
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【買取請求制度】
株主さまがご所有の単元未満株式を市場価格にて買い取るよう当社
に請求することができる制度

（例）株主さまが 70株をご所有の場合

70株株主さま 当　社

買取請求

買取代金

【買増請求制度】
株主さまがご所有の単元未満株式と合わせて 1 単元（100株）とな
るように、市場価格にて単元未満株式を売り渡すよう当社に請求す
ることができる制度

（例）株主さまが 70株をご所有の場合

30株
株主さま 当　社

買増請求・買増代金

特別口座の口座管理機関：三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部
　　　　　　　　　　　　TEL:0120-232-711　( 通話料無料、平日 9：00 ～17：00)

70株
100株



株式の状況

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

‥‥‥‥92,800,000株
‥‥‥‥56,927,965株

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19,485名
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■所有者別株式分布 ■地域別株主分布

■ 北海道
■ 東北
■ 関東
■ 中部
■ 近畿
■ 中国
■ 四国
■ 九州
■ 沖縄
■ 外国
　 合計

258 名
413 名
6,123 名
2,363 名
2,792 名
709 名
403 名
837 名
5,422 名
165 名

19,485 名

1.32 %
2.12 %
31.42 %
12.13 %
14.33 %
3.64 %
2.07 %
4.29 %
27.83 %
0.85 %
100 %

個人・その他
38.57 %

金融商品取引業者
1.48 %

金融機関
30.00 %

政府・地方公共団体
6.52 %

その他の法人
11.18 %

外国人
12.25 %



　創立 50周年を記念し、沖縄電力五十年史を発刊いたしました。
　前身である琉球電力公社の時代を経て、1972年の本土復帰とともに設立されて以降、五配電会社合併による電気事業の一元化やオイル
ショックを経ての民営化など激動の時代から、自由化の進展やカーボンニュートラルの社会的要請の高まりなど、足元の環境変化に対する取
り組みまで、時系列で当社 50年のあゆみを紹介しております。
　当社ホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。　

4月 1日から翌年の 3月 31日まで
6月
3月 31日
期末配当金　3月 31日
中間配当金　9月 30日
電子公告により、当社のホームページに掲載いたします。
ただし、やむを得ない事由により、電子公告によることができない場合は、那覇市において発行する
沖縄タイムス、琉球新報および東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行います。
ホームページ　https://www.okiden.co.jp/
三菱UFJ 信託銀行株式会社
【同連絡先】　三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部
　　　　　　東京都府中市日鋼町 1-1
　　　　　　TEL：0120-232-711（通話料無料）
　　　　　　郵送先：〒137-8081　新東京郵便局私書箱第 29号
　　　　　　　　　　三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部

（ご注意）
1． 株主さまの住所変更、単元未満株式の買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
　　ております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ 信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ 信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ 信
　　託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ 信託銀行本支店でお支払いいたします。
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■ 沖縄電力五十年史はこちら▶▶

株主メモ

沖縄電力五十年史の発刊について

1. 事 業 年 度
2. 定 時 株 主 総 会
3. 同総会権利株主確定日
4. 配当金の受領株主確定日

5. 公 告 方 法

6. 株 主 名 簿 管 理 人、
　 特別口座の口座管理機関

〒901-2602　沖縄県浦添市牧港 5-2-1
T E L : ( 0 9 8 ) 8 7 7 - 2 3 4 1( 代表 )
https://www.okiden.co.jp/

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

https://www.okiden.co.jp/company/history/index.html

